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　令和 7 年金ケ崎町議会 9 月定例会において、千
ち
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教育長の再任が決定しました。任期は３年間です。

「このたび再任についてご同意をいただきました。これか
らの時代において、当町の教育全般に関わり目指すべき方
向性を見極めながら、すべての町民が生涯にわたって有意
義に学び続けられる環境づくりに努めてまいります」

千葉和仁教育長再任

令和７年秋季火災予防運動を実施します
　秋から冬にかけて火災が発生しやすい時季を
迎えます。火災予防思想の一層の普及を図り、
火災の防止と火災による死傷事故や財産の損失
を防ぐことを目的として下記のとおり火災予防
運動を実施します。
■運動期間　11 月９日㈰～ 15 日㈯
■運動内容　▶消防車両による防火パトロール
▶消防屯所、消防車両、消火栓等の点検
▶午後７時に防災無線によるサイレン放送
※実際の火災のサイレンではありませんのでご
注意ください。
問　生活環境課消防交通係（内線 2134）

住宅防火 いのちを守る 10 のポイント
1 寝たばこは絶対にしない、させない
2 ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
3 コンロを使うときは火のそばを離れない
4 コンセントのほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く
１ストーブやコンロは安全装置の付いた機器を使用する
２火災警報器を定期的に点検し 10 年を目安に交換
３寝具、衣類およびカーテンは、防炎品を使用する
４消火器等を設置し、使い方を確認しておく
５お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難
　方法を常に確保し、備えておく
６防火・防災訓練への参加、火防点検などの戸別
　訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う

４
つ
の
習
慣

６
つ
の
対
策

《住宅防火いのちを守る 10のポイントの考え方》
●火災を発生させない（出火防止） 【習慣１～４、対策１】

●火災を発生させない（出火防止）●火災を発生させない（出火防止）●燃え広がらせない（延焼拡大防止） 【対策３】

●早く知る・気づく（早期覚知対策） 【対策２】

●火災の初期の段階で消火する
（初期・早期消火対策）

【対策４】

●危ないと判断したら、素早く避難する
（早期避難）

【対策５】

【対策６】

●隣近所との
　協力体制を構築する

まちからのお知らせ

広報かねがさき● 2025-10　8

クマ出没注意！クマとの遭遇に注意！
　町内において、住宅付近等でクマの目撃情報が相次いでおり、また県内においてもクマに襲われる
事故が多数発生しております。秋はクマが冬眠前にエサを求めて活発に行動するため、特に夕方の時
間帯などクマに遭遇しない工夫をすることが大切です。

問　農林課生産振興係（内線 2216）

５. 町内でのクマに関する情報

※令和７年度においては、９月末現在のデータとなります。

４. 目撃情報について
●クマの目撃情報は、かねがさき Info
で随時配信していますので登録をされて
いない方は登録をお願いします。
●クマが目撃された場所については、
ホームページに町内ツキノワグマ出没
マップを掲載しておりますので出かける
際には一度確認するようお願いします。

登録はこちらから▶

１. 岩手県内でのツキノワグマに
　 よる人身被害状況

●背を向けて走って逃げない。
●目を離さずに静かにゆっくり後ずさりする。
●子グマだけでも絶対に近づかない。（親グマが
　近くにいることがあります。）
●風向きに注意して撃退スプレーを使う。
●クマが攻撃してきたら両腕で顔や頭をカバーし
　地面に伏せて防御する。３. クマを寄せ付けない対策

２. もしクマに出会って
　  しまったら・・・

・人身被害発生件数：令和７年４月１日から９月 30 日
  までに 21 件発生
・主な被害発生場所：山菜・きのこ採り６件／農作業中　　
  ４件／渓流釣り１件／登山１件／その他９件

※岩手県「クマに注意」
　チラシから抜粋


